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夏休み中の出来事から
昨年以上に今年は猛暑日や局地的な豪雨が続きました。今後も厳しい残暑や突然の激し

い雨に注意が必要です。新型コロナウイルス等感染症については、急激な拡大には至ってい
ませんが、学校での集団生活の再開とともに可能な予防対策を継続していきましょう。
さて、７月中旬から８月上旬にかけて、部活動では県総合体育大会や県

吹奏楽コンクールがありました。サッカー部、ソフトテニス部、卓球部、バス
ケットボール部、バレーボール部、野球部の６つの運動部と吹奏楽部が出
場し、心を一つにして全力を尽くしました。今年はゴールデンウィーク以降
の保護者の観戦や来場が、より一層認められるなど、多くの方々に応援し
ていただくことができました。この大会を最後に３年生は引退し、現在１・２
年生による新体制での部活動が始まっています。先輩の思いを引き継ぎ、
よりよいチームへと成長してくれることを期待しています。また、３年生のみ
なさんは気持ちを切り替え、進路決定に向けて学習に取り組んでいることだと思います。地道
な努力を継続しましょう。
生徒のみなさんの様々な活動を応援しています。これからも、それぞれに目標をもって頑張

ってください。

早寝！早起き！朝ご飯！
８月３０日（水）から給食が再開され、全日授業となりました。す

でにみなさんの夏休みモードは解消されましたか？ 朝晩は少しず
つ過ごしやすくなっているようですが、日中は、まだまだ暑いです。先
日、気象庁は今年の夏について『～中略～平均地上気温は1898

年の統計開始以降1位の高温となる見込みである。』と発表しました。体感だけではなく、様
々なデータを分析した結果、過去の日本の平均的な夏と比べると異常な状態で、その原因の
一つは地球温暖化が影響していると言われています。しかし、この災害級の暑さの中でも毎
日を健康、安全に過ごさなければなりません。登下校を含め、熱中症には厳重に警戒しましょ
う。学校では、こまめな水分補給をしていても家での睡眠時間が不足していたり、登校前に朝
ご飯を食べなかったりすると熱中症への危険度が高まります。日頃から規則正しい生活を心
がけ、体調管理に努めましょう。

２学期の主な行事
８月29日（火）13時から、PTA主催の上牧町中学校合同高等学校進学説明会が上牧中

学校で実施されました。合計1２校の高等学校の先生方から学科やコース、学校生活の状
況、入試に向けてのアドバイスなどのお話を頂戴しました。本校と上牧中学校を合わせて、の
べ約２００名の保護者のみなさまにご参加いただきました。とりわけ、事前に両校で打ち合わ
せをして、準備、当日の運営に携わっていただいたＰＴＡ役員のみなさまに、お礼申し上げま
す。

体育大会は10月4日（水）に実施する予定です。途中休憩（給水タイ
ム）を設定し、競技間の間隔を空けて余裕のある競技時間編成で１日開
催を予定しています。
文化鑑賞会及び校内音楽祭（クラス合唱）は当初の予定から変更し

て10月26日（木）に実施する予定です。校内音楽祭は昨年度は各クラ
ス、１曲でしたが、今年は２曲の発表となります。
オープンデイズ（本校保護者と二小６年生対象の公開授業参観）

は11月13日（月）の午前中に実施する予定です。
保護者のみなさまのご来場につきましては、今のところ、人数の制限を

しない予定です。上記の行事については随時、別紙にて詳細をご案内い
たしますので、ご確認ください。

体育館空調設備工事
７月末から始まった体育館の空調設備工事は９月末頃に終了する予定です。外側は北と

東に、内側は東西に工事用フェンスが設置されており、生徒のみなさんには授業や部活動等
で不便をかけています。空調を利用すれば、暑いときも寒いときも体育館内での活動がしや
すくなります。完成を心待ちにしておいてください。
これらの工事は上牧町の小中学生に少しでも快適な環境で学習活動に励んでもらおう

と、町の多くの方々のはたらきかけにより、実現したものです。このことに感謝の心を忘れず、
大切に使いましょう。

保護者のみなさまへ

２学期の始業式から１週間以上が過ぎ、普段の学校生活が戻ってまいりました。
お子様の２学期のスタートはいかがでしょうか？ 残暑厳しく、暑い日が続いておりますの

で、体調管理には十分ご留意ください。休み中、子どもたちは家族と過ごす貴重な時間が
あり、様々な面で成長してくれたことと思います。ただし、多感な思春期のことですので、関
わり方が難しい場面もあるのではないでしょうか？ ご家族のみなさまが、子どもたちの様
子に不安を感じられたら、些細なことでも構いませんので中学校に連絡してください。
今後も保護者のみなさまと学校が協力して、子どもたちのよりよい成長のサポーターであ
りますよう、よろしくお願いいたします。


